
皿
０
１
つ
Ｐ
・
二
三
▲
■
｜
〃
“
■
■
■
ロ
▲
▼
ｂ
呂
呂
〃
一
■
Ｉ
■
■
ロ
ロ
■
寺
：
■
呂
Ⅱ
二
宇
且
■
■
■
ロ
▲
▼
●
愚
二
且
■
Ｉ
■
■
■
ロ
ー
■
で
。
弓
呂
甲
牢

一
捗
卵
運
動
に
参
加
を

毎
土
曜
朝
五
’
六
時
ま
で
一

一
郷
幟
酎
岬
跡
鋤
蹄
玲
銅
跡
勧
距
稚
一

艶
呼
神
秘
“
獅
唾
辨
吐
函
咋
訓
稚
↓
》
一

可
施
鯏
糾
糊
叶
細
錘
一

一
華
搾
州
脈
紬
辨
州
伽
恥
榊
州
嘔
》
一

“
イ
パ
ス
；
‐
尚
野
公
閲

一
連
錨
祉
河
畦
酔
伽
榊
訓
郵
錨
荊
番
一

や
１
，
０
４
言
Ｐ
・
甲
６
■
，
▲
７
さ
呂
’
６
１
■
，
●
２
弓
－
６
Ｋ
■
ｒ
●
畠
三
つ
◆
●
ｌ
■
，
●
恥

…

当
町
で
は
、
今
年
度
中
に
老
齢
年
金

を
受
け
る
人
は
十
四
名
ほ
ど
い
ま
す
が

八
月
に
支
給
さ
れ
る
節
一
号
は
、
五
月

（
塞
唖
副
耐
駒
助
役
よ
り
年
金
手
帳
の
交
付
）

保
険
料
の
完
納
十
年

州
剛
踊
岨
両
氏
が
第
一
号

○
昭
和
三
十
六
年
川
月
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
始
ま
つ
○

○
て
か
ら
十
年
た
ち
、
い
よ
い
よ
〃
巷
齢
年
金
″
の
支
給
が
開
始
○

○
さ
れ
、
八
月
に
第
一
Ⅷ
側
の
支
払
い
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
○

…老令
年
金

生
れ
の
白
川
源
太
郎
（
六
五
Ⅱ
蒔
川
）
、

六
月
生
れ
の
小
林
兜
太
郎
（
六
五
Ｉ
Ⅲ

町
）
さ
ん
の
二
名
で
、
と
も
に
、
任
意

を
支
給

十
年
納
め

れ
ば
六
十
歳

か
ら
支
給

加
入
（
希
望
に
よ
る
も
の
）

で
年
金
額
は
六
万
円
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
当
町
で
は
、

年
金
制
度
発
足
当
時
か
ら
任

意
加
入
し
、
十
年
Ⅲ
の
保
険

料
を
納
め
、
繰
り
上
げ
支
給

の
対
象
と
な
る
″
か
丘
十
八

名
あ
り
ま
す
。

任
怠
加
入
と
は
、
制
度
発

足
当
時
の
年
齢
が
五
十
歳
以

上
五
十
五
歳
未
満
の
″
が
、

希
望
し
て
加
入
し
た
も
の
を

い
い
、
繰
り
上
げ
支
給
を
受

け
た
い
場
合
は
、
現
在
の
年

齢
六
十
歳
以
上
の
方
に
は
、

次
の
区
分
に
よ
っ
て
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
ｃ

た
だ
し
、
こ
の
助
合
は
、
練
り
止
げ
文

給
を
希
蝿
し
た
年
齢
の
年
金
額
よ
り
文

給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
一
カ
月
で
も
未
納
が
あ
れ
ば
、
年
金

額
は
非
附
に
少
な
く
な
り
ま
す
）

年
齢
支
給
額

六
○
’
六
一
未
満
三
四
、
八
○
○
円

六
一
’
六
二
〃
三
九
、
○
○
○
円

六
二
’
六
三
〃
川
三
、
二
○
○
Ｈ

六
三
’
六
川
〃
四
八
、
○
○
○
円

六
四
’
六
五
ケ
派
三
、
四
○
○
円

六
泥
以
上
六
○
、
○
○
○
円

年
金
の
支
払
い
は
毎
年
二
月
、
五
月

八
月
、
十
一
月
の
叫
川
に
分
け
て
行
な

わ
れ
ま
す
。

国民年金の掛け金は切符制になりました

役場では、圧|民年金の掛け金を納めやすくするため、去る4月から切符
（キップ）制にしました。そのかわり、みなさんに渡してある年金手帳は、

役場で余部保管し、みなさんには、114民年金手帳保桧証!I}、を渡しています
が、銀行へ払込んでいる人、役場の窓口で納める人、洲I}人公や納税組合など
の納付細織に納めるなどいろいろあります。ところが忙しくて納め忘れるこ
とがあると思います。

納め忘れていますと、せっかくの年金が受けられないこともあります力､ら
いつもきまって難金してくれる納付組織に加入することをおすすめします。

なお、保|倹料の納入か|判雌なかたは、II1術免除手統きを必要とされるので

7ﾉ]3111までに|14民年金係窓1_1までごﾎ11談にお川ﾄ゙ さい。

標
語無

理
す
る
な

急
ぐ
心
に
事
故
が
待
つ

出稼者にお願い年金の手統きを忘れずに

現在は、樅れでもその職業によって、いずれかの年金に入ることになって
いますが、もし入っていませんと巷後の年金はいうに及ばずケガをしたり、
水､|';があったときなどに年金が受けられないことになります。

当町からは、毎年約1千6百人の出嫁椅がありますが、出稼先の会社で、
〃生年金などに加入するときは、国民年金をやめる手続きをしてください。

また、出稼ぎ先からﾙI}ってきたときは、厚生年金や他の年金に入っていた

ﾉﾉは、必ず国民年金の加入手続きをしてください。
ll',稼ぎIIJ、l'i'jﾉﾉの年金に入っていても年金を受けるときは、片方だけより

iil算されませんからムダになります。
なお、分らないことがあれば、年金係へ問い合せてください。

lIlIⅡIIlI1I11E鯉皿!【】111110】Ⅱ1ⅢUIIIUmJ1Ⅱ『閥1
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【
写
真
Ⅱ
意
見
聴
取
す
る
小
林
教
授
（
左
よ
り
二
人
目
）
】

払
大
小
林
教
授
を
主
班
と
す
る
調
在
剛
は
、
本
年
八
月
中
に
は
調
査
診
断
を

．
《
雨
国
閏
匡
垢
壜
嘘
哩
・
・
・
・
・
叶
・
，
．
．
、
．
・
、
一
・
↑
心
唾
ゞ
．
．
‐
，
．
、
鷲
綴

金
木
町
総
合
開
発
計
画
鱗

‐
‐
ｂ
ｂ
ｌ
■
■
■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
８
■
ｌ
Ⅱ
１
日
！
・
・
。
●
、
マ

農
業
と
観
光
の
町
に
蘂一室辰

基
本
構
想
は
九
月
中
旬
ま
で
》
：
…

町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
金
木
町
総
合
荊
画
審
議
会
（
会
長

今
松
雄
氏
）
で
は
当
町
の
〃
将
来
の
姿
〃
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

を
検
鋤
中
だ
っ
た
か
、
は
げ
し
く
変
り
つ
つ
あ
る
現
況
で
は
、

群
議
会
自
体
で
調
從
計
画
を
た
て
る
と
Ｍ
時
に
、
弘
前
大
学
に

捌
在
診
断
を
依
頼
す
る
こ
と
に
な
り
、
節
一
次
診
断
は
、
去
る

五
月
二
十
四
日
か
ら
、
岡
大
学
人
文
学
部
教
授
小
林
時
三
郎
氏

を
主
班
と
す
る
一
行
か
来
町
し
、
調
代
を
側
始
し
ま
し
た
。

重
点
施
策
き
め
る終

り
、
九
月
中
旬
ま

で
に
は
そ
の
結
果
を

町
当
Ｍ
に
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
一
般
町
民
の

恵
兇
を
も
老
胆
し
て

の
現
在
ま
で
の
調
査

紬
識
の
段
階
で
は
、

金
木
町
総
合
開
発
計

画
上
の
基
本
椛
想
と

し
て
取
り
あ
げ
る
亜

点
施
策
邪
項
を
、
次

の
よ
う
に
き
め
ま
し

た
。広

域
圏
と

金
木
町
の

位
置
づ
け

西
北
五
地
域
広
域

市
町
村
間
（
板
柳
町

を
除
い
た
一
市
十
三

町
村
）
内
で
の
金
木

町
の
役
割
は
『
閤
域
北
部
の
過
辺
町
村
的
な
施
飛
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

を
対
象
に
し
た
商
業
、
行
政
、
教
育
、
特
に
、
青
森
市
と
の
直
結
す
る
こ
と

木
材
加
工
な
ど
の
地
域
的
な
管
理
機
能
を
祇
極
的
に
考
え
、
し
か
も
、
中
里
町

が
集
祇
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
圏
域
稲
垣
村
、
車
力
村
を
も
含
め
た
、
い
わ

の
中
心
都
市
五
所
川
原
巾
と
連
け
い
を
ゆ
る
〃
津
蝿
半
勘
北
部
の
中
核
的
な
存

深
め
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
一
周
在
と
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
総
合
計
画

の
育
成
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
〃
闇
域
を
た
て
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

北
部
地
域
の
中
核
都
市
″
と
し
て
の
発
金
木
ｌ
青
森
間
の
産
業
道
路
、
こ
れ
に

展
と
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
将
来
の
構
つ
な
が
る
新
喜
良
市
線
（
金
木
ｌ
喜
良

想
に
お
け
る
〃
青
森
閤
域
〃
の
接
点
と
市
間
の
森
林
軌
道
跡
）
の
改
良
舗
装
、

し
て
の
機
能
柴
概
か
期
待
さ
れ
る
』
と
今
泉
Ｉ
金
木
Ｉ
五
所
川
原
Ｉ
浪
岡
間
の

な
っ
て
い
る
か
、
こ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
大
規
模
展
道
な
ど
の
早
期
実
現
を
は
か

進
め
て
は
行
く
が
、
町
独
自
で
も
積
極
る
べ
き
で
あ
る
。

６
■
“
・
■
・
■
■
■
■
咽
・
■
亨
ら
一
■
■
■
■
巳
■
■
■
旨
■
■
■
■
■
■
凸
』
凸
■
■
■
■
■
巳
■
■
・
■
■
■
■
■
・
・
・
●
■
■
■
■
■
・
・
Ｐ
Ｇ
二
■
■
■
■
■
■
■
や
■
■
■
■
■
■
Ｐ
■
』
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
一
■
■
■
■
■
■
一
■
寺
■
■
■
■
■
●
・
●
』
■
■
■
■
■
巳
令

米
が
中
心
と
な
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど

し
て
畑
作
の
振
興
（
特
に
川
倉
、
金
木
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

喜
艮
市
の
約
五
百
鯵
の
川
、
原
野
の
活
何
億
円
と
い
う
資
本
を
投
じ
て
、
果

用
）
、
畜
産
振
興
の
順
と
な
る
で
あ
る
し
て
成
功
す
る
も
の
か
ど
う
か
？

う
。
む
し
ろ
、
水
田
の
減
反
を
考
慮
し
、

し
た
が
っ
て
、
農
産
物
の
集
荷
基
地
新
市
街
地
の
建
設
を
考
え
て
は
ど
う

（
背
の
姿
に
）
と
な
る
べ
き
万
策
を
と
か
。

る
べ
き
で
あ
る
。
②
工
業
に
つ
い
て
は
、
当
町
に
適
し
た

①
水
田
の
基
雌
盤
備
（
小
田
川
地
区
の
企
業
が
あ
れ
ば
、
税
極
的
に
誘
致
す

園
、
喋
営
の
土
地
改
良
事
業
）
の
早
る
の
が
蛾
も
よ
い
が
、
現
況
か
ら
み

期
完
成
を
は
か
る
。
れ
ば
、
木
工
業
の
振
興
を
中
心
に
考

②
來
部
山
間
部
の
水
川
地
滞
の
集
中
転
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

作
を
考
え
て
は
ど
う
か
。
こ
の
地
区
に
は
、
三
十
余
の
製
材
工

③
そ
の
他
の
地
区
の
水
川
転
作
も
進
め
場
が
あ
る
の
で
、
統
合
の
方
伽
に
進

る
べ
き
で
あ
る
が
、
転
換
作
目
の
選
め
る
と
と
も
に
〃
家
具
″
や
〃
お
み

定
か
先
決
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
た
め
や
げ
物
″
の
製
造
販
売
を
考
え
る
と

の
研
究
が
早
急
に
心
要
で
あ
る
。
と
が
有
利
だ
と
思
う
。

澱
一
荊
肺
軸
訓
鯉
制
と
国
有
林
は
広
域
混
牧

家
具
用
材
の
造
林
も

振
興
を
①
胃
林
内
に
放
牧
場
と
し
て
適
地
が

あ
れ
ば
利
用
す
る
。
適
地
と
み
ら
れ

①
商
業
に
つ
い
て
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
る
の
は
、
主
と
し
て
青
森
、
蓬
田
、

基
盤
整
備
が
先
決

集
中
転
作
と
作
目
選
定
急
げ

積
極
的
な
対
策
と
し
て
は
、
企
業
誘

致
に
よ
る
転
職
ま
た
は
兼
業
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
況
で
は
閉
守

家
族
の
保
捜
な
ど
の
消
極
的
な
対
箙
を

と
る
よ
り
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
家

族
ぐ
る
み
の
他
産
業
へ
の
転
職
も
考
え

ら
れ
る
。

叩
・
■
ぬ
凸
●
■
“
・
■
』
■
■
■
■
■
■
■
宇
凸
申
●
凸
■
ロ
■
■
■
●
■
■
■
曲
り
■
凸
■
■
ｐ
②
■
■
■
■
。
Ｆ
②
■
句
●
■
■
己
宇
■
■
■
■
・

皿
標
語

Ⅲ
酒
の
め
ば

Ⅲ
愛
車
が
凶
器
に
早
が
わ
り
岬

叩
叩

●
ｂ
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
■
ｐ
■
□
●
の
①
●
■
■
●
■
』
■
■
い
●
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｕ
ｂ
ｐ
あ
の
ｅ
■
■
■
■
口
邑
■
■
■
■
■
ｐ
ｐ
■
ゆ
■
■
写
Ⅱ

①
中
山
山
脈
の
縦
側
道
路
の
建
投
促
進

を
は
か
る
。

②
流
通
観
光
（
通
過
）
、
滞
溜
観
光
に

わ
け
ら
れ
る
か
、
滞
溜
型
を
と
り
、

広
域
観
光
で
な
く
て
も
、
町
独
白
の

観
光
開
発
も
考
え
ら
れ
る
。
青
森
ｌ

金
水
間
の
県
道
の
改
良
捲
伽
と
併
行

し
て
、
小
川
川
ダ
ム
、
藤
の
滝
を
中

心
と
し
て
芦
野
公
剛
、
琉
瀬
ス
キ
ー

場
、
セ
ツ
滝
、
大
倉
厨
、
袴
腰
屈
な

ど
の
ド
ラ
イ
ブ
ま
た
は
ハ
イ
キ
ン
ク

コ
ー
ス
、
そ
し
て
国
民
宿
舎
や
キ
ャ

ン
プ
場
の
設
世
な
ど
を
祇
極
的
に
進

め
て
み
て
は
ど
う
か
。

齪
川
、
中
里
を
含
む
丘
市
町
村
の
境

界
線
に
多
い
の
で
、
広
域
的
な
共
同

放
牧
場
と
す
る
方
式
を
と
れ
ば
よ
い

②
ク
リ
（
栗
）
柵
栽
は
ど
う
か
。

③
家
具
用
材
と
な
る
樹
種
の
造
林
も
考

え
る
べ
き
で
あ
る
。

光
一
測
仙
梢
期
開
発
も

観
藤
の
滝
中
心
に

|出稼i

転護現

職他零
も産は
美讓
の保
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写真上＝小田川ダム築堤現場であるが、右の白い部分が今年度から茜工される堤体予想の形c(天哩は標間105.5f")白い

棒線はダム満水時D水面の尚さ（標間103海）を示したもの。△印は、築堤工事中の水路を変えるための仮堤防で×EIjはそ

の水路。その'可う写真中央の○印は、仮放水路のトンネルの入口（写真下は出口）ダムの殿商貯水丑は970万トンである。

一古吋･序1－ふP串-▽ 一身‘-－－

ダ
ム
そ
の
も
の
の
総
工
郡
費
は
五
徳

九
千
百
万
円
で
既
に
契
約
済
み
で
あ
る

か
、
本
年
度
は
四
億
五
千
万
円
の
予
算

で
、
ダ
ム
の
基
礎
工
事
を
主
体
と
し
、

尻
無
川
（
五
所
川
原
）
の
揚
水
機
と
ダ

ム
周
辺
の
残
り
の
永
久
橘
二
カ
所
（
全

部
で
八
カ
所
）
を
完
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

総
予
算
額
約
三
十
五
億
三
千
万
円

（
昭
和
四
十
年
度
試
算
）
で
、
小
田
川

小
川
川
ダ
ム
建
設
を
中
心
と
し
て
、
用
水
関
係
の
国
営
小
田
川
農
業

水
利
事
業
は
、
昭
和
四
十
二
年
腱
か
ら
着
工
し
事
業
所
庁
舎
、
職
員

補
舎
を
は
じ
め
、
ダ
ム
現
賜
ま
で
の
道
路
や
橘
か
完
成
し
本
年
度
か

ら
は
、
ダ
ム
築
堤
工
事
を
四
十
九
年
完
成
め
ざ
し
て
蒲
工
す
る
こ
と

に
な
り
、
去
る
六
月
五
日
に
鍬
入
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

雪一
善

一
全

一
必

Ｆ
凸
１

唯
田
咋
完
成
は
四
十
九
年
度

＃
一
《
将
来
は
大
観
光
地
に
州

地
区
土
地
改
良
事
業
は
、
五
所
川
原
、

金
木
、
中
里
の
三
市
町
村
に
ま
た
が
っ

て
い
る
湿
田
約
四
千
鯵
の
乾
出
化
を
目

的
と
し
、
用
排
水
を
分
離
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
か
、
そ
の
た
め
に
は
、
三
千
五

百
五
十
五
万
五
千
ト
ン
の
用
水
が
不
足
と

な
る
の
で
、
国
営
事
業
と
し
て
、
小
田

川
ダ
ム
で
一
千
百
四
十
三
万
五
千
ト
ン
の

水
量
を
確
保
し
、
旧
十
川
の
尻
無
お
よ

び
蒔
田
に
揚
水
機
二
基
で
二
千
四
百
十

二
万
少
の
用
水
を
補
給
す
る
ほ
か
、
大

規
模
頭
首
工
六
カ
所
、
幹
線
川
水
路
総

延
長
紬
三
隙
の
工
珊
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
県
営
事
業
と
し
て
川
排
水
路

の
新
設
や
改
良
、
区
画
整
艸
、
客
土
な

ど
の
工
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
全
事

業
の
完
成
は
昭
和
五
十
二
年
度
の
予
定

で
、
事
業
効
果
は
、
年
間
、
純
益
総
額

約
四
偲
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
田
川
ダ
ム
は
、
中
心
コ
ア
型
ロ
ッ

ク
フ
イ
ル
ダ
ム
（
中
心
が
粘
土
で
、
そ

れ
を
砂
、
岩
石
、
土
な
ど
で
つ
く
る
土

堰
堤
）
で
、
商
さ
三
十
一
勝
、
堤
長
二

百
三
勝
、
天
場
巾
（
士
堤
の
上
巾
）
八

勝
で
す
。

当
町
の
総
合
開
発
計
画
の
調
査
診
断

に
あ
た
っ
て
い
る
弘
前
大
学
小
林
教
授

は
「
県
内
の
ダ
ム
で
は
、
目
屋
ダ
ム
に

つ
ぐ
禁
勝
地
と
な
る
‐
一
と
絶
賛
し
て
お

り
、
町
当
局
で
も
、
将
来
は
、
ダ
ム
を

中
心
に
、
国
定
公
園
の
指
定
を
受
け
る

た
め
の
計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

写
真
左
Ｉ
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
仮
放
吹

路
で
、
ダ
ム
堤
体
完
成
ま
で
、
小
出
川

の
水
路
を
変
え
る
た
め
の
も
の
で
、
直

径
二
府
。
こ
れ
と
同
じ
規
棋
の
ト
ン
ネ

ル
を
飯
詰
川
へ
通
す
の
だ
が
、
そ
の
延

長
は
、
‐
千
八
百
十
九
厨
と
な
る
。
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ま
す
の
で
、
納
付
〃
を
失
く
し
な
い
よ
料
金
は
次
の
と
お
り
で
す
。
Ｊ炎

う
に
し
て
く
だ
さ
い
と
要
望
し
て
い
ま
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
料
金
）

別

す
。
○
脊
留
お
よ
び
速
述
料
Ｉ
別
仁

（
キ
ッ
プ
）
は
、
保
険
税
の
三
、
四
期
和
郵
便
物
を
は
じ
め
、
抑
留
、

分
を
除
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
全
部
速
達
料
金
か
七
月
一
日
か
ら

お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
納
付
＃
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

を
失
く
し
て
い
る
方
が
大
分
い
ま
す
。
た
だ
し
、
郵
便
の
柱
で
あ

税
金
を
納
め
よ
う
と
思
っ
て
、
役
場
る
手
紙
、
は
が
き
の
料
金
の

や
銀
行
に
行
く
に
し
て
も
納
付
心
の
再
航
上
げ
は
、
明
四
十
七
年
二

発
行
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
課

税
務
課
で
は
、
こ
の
よ
う
に
二
重
の
（
手
紙
十
五
円
を
二
十
円
、
速

手
間
を
か
け
る
こ
と
は
、
時
間
の
無
駄
は
か
き
七
円
が
十
円
に
な
り
椎

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
納
付
股
旦
枚
に
ま
す
）
。
留

つ
い
て
七
’
十
四
円
の
お
金
も
か
か
り
七
月
一
日
か
ら
実
施
の
新
書
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一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

き
っ
ぷ
表
に
よ
る
。

郵
便
料
が
改
正

税
の
納
付
書
○
塗
一
雨
郵
便
（
新
蝿
雛
膿
ど
）

鮭
か
割
は
明
年
二
月
か
ら
垂
叶
》
う
ぎ
窪
鰔
岬
五
恰
電
計
電
催
垂

は
大
切
に
ｉ
ｆ

一
枚
七
円
’
十
四
円
か
か
る
円
（
百
管
ご
と
に
六
円
）

定
期
刊
行
物
な
ど
弟
三
和
郵
便
物
や
○
節
四
靴
郵
便
（
通
偲
教
育
な
ど
）
百

昭
和
四
十
六
年
度
の
町
税
納
付
苫
通
備
教
育
、
股
産
物
祁
苗
な
ど
の
蛎
四
‐
嗜
ご
と
に
六
円
（
同
川
円
）

鞭溺蕊難謂
ｽﾉﾕ三沢部堰の廃油で水稲生育に公害

潅鱸捌職:職黙無鑿
三の使川目的は、水IIIの、かんかい、川水なのです。それ
三が雌近、日勤車が多くなっている関係かと思いますが、
三､廃汕か流され、その油か、稲の根本、に測り､‘稲の生育

筐臘鱗雛繍卿職燃
&よ三してくだされたく、心からお願いIIIしあげます。
Iる三（沢部堰水利組合長）
1．三

他の公害についての対策は検討中、三
『三答さっそく実態を棚べてみました。水稲に悪影密を与
1三えていることかわかり、これも、公宙のひとつだと考え

鬘て糊粛についてば蕊"制鱈もし種け…ら“
：三いし、もっともっと広範囲にわたった公密ということも

；三考慮しなければなりませんから、典体策については、今
＞

しばらく時|Alをかしてください｡(総務、民生、産業課）

''一"''‘'一'’‘''一''''’一.‘‘"'一一"'。一←,'‘，､一‘"叩'一､叩叩‘ー､|l''｡1
な転かにと八七月：

慧議蕊蕊｜る肴そ八みな月ノ」別
一‘．‘‘一‘：こもの四まつ

ロャーIU－院rfQ－←一‐v・

5,000

5，000
5．000

5,000

5．000

5.000

|"蝋
|留現金以外

’
１

圭
一
｝

・
Ｏ
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Ｏ
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円
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０
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．
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０
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金 QOql｣｣ま重…_…IlOOH|
000円をこえ

10円期000円までことに

皿円.ま.で...._._－100円
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[100円までことに2円噸’|料|柵円）

－1

棚易ilW| 60円
一

一
円
田
円
円
円

０
》
０
？
０
０
》
０

’
７
－
辿
加
而
涌

200グラムまで

1ｷﾛダﾗﾑまで

1キロク．ラムを
こえるもの|卦"”

料|J輌硬
2キログラムまで

郷便
4ｷﾛダｦﾑまで

今
調
吋
．
●
９
．
．
．
－
！
冨
・
１
，
ｌ
自
４
－
ワ
！
●
・
・
・
言
・
’
１
１
・
・
・
・
－
１
着
●
・
’
１
了
・
言
．
。
●
１
７
．
…
ワ
ー
ｌ
言
・
ｏ
ｌ
１
ｇ
．
岬
臘

《

夏
の
交
通
安
全
運
動
は

砿
騨
一
暑
さ
で
Ⅲ
Ⅲ

、
１
、
棚

回
畦
一

岬
鑑
一

Ⅱ

○
過
労
、
届
眠
り
運
転
に
よ
る
聯
故
一
岬

蝋
一
洲
発
坐
蝋
一
輔
一
釧
岫
服
認
澱
を
腰
溌
霊
に
一
州

を
み
ま
す
と

を
な
く
し
よ
う
。

冊
心

り
し
岬
と
な
っ
て
お
り
、
死
傷
荷
数
を
Ｈ
別
錨
症
毒
加
壁
札
雌
唖
琴
故
防
止

幟
幟
一
柾
峰
峠
緬
甦
媚
細
馴
叶
涯
泪
（
水
）
○
幼
児
の
一
人
歩
き
、
道
路
で
の
遊
一
州

岬
誠
一
転
潅
鋤
辨
祁
蔀
か
州
準
抽
症
細
遡
唖
○
榊
州
轟
岬
唾
峠
挫
柊
錯
僻
吋
押
》
一
一
砿

び
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

認
唯
一
な
る
こ
と
。

Ⅱ
祁
肺

一
夏
の
交
通
事
故
の

一
一
一
一
岬
釧
、
岫一舶

一
叩
Ⅷ
Ⅷ

防
止
に
ご
協
力
を
一

一
ど
）
”

一
恥

画
甲
・
■
■
■
■
■
■
■
・
凸
・
・
■
■
■
■
■
・
■
・
■
■
■
■
■
■
勾
凸
■
堂
■
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
甲
・
缶
・
■
■
■
■
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
一
色
牢
“
■
■
■
■
■
一
』
。
■
■
■
■
■
■
■
・
・
■
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
‐
一

悪
幸
一
行
事
多
い
の
と
小
淵

る
こ
と
。

｝
）
百
一
に
わ
か
雨
も
原
因
○
畔
岬
吻
耐
恋
か
御
蝿
函
継
地
甦
坤
一
榊

叩

州
夜
は
寝
苦
し
く
脈
眠
不
足
と
な
り
ま
し
よ
う
。
”
Ⅱ
”

一
隅
眠
り
運
転
に
お
ち
い
り
や
す
い
こ
酒
気
帯
び
、
酒
酔
い
運
転
の
事
故
防
一
榊

梯
一
斗
》
洲
間
倍
》
一
峠
一
岬
唾
》
晒
癖
催
恥
州
》
》
抽
峠
唖
》
婚
〕
一
母

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

朧
視
し
よ
う
Ｌ
”
淵

淵
”
り
、
遊
路
状
態
か
急
変
す
る
こ
と
、
す
る
人
に
澗
揃
を
絶
対
州
さ
な
い
岬
州

栖
斗
一
触
韮
州
歴
計
泥
や
悪
条
件
が
頑
な
り
○
唾
雌
緑
十
分
と
っ
て
過
労
、
居
眠
一
州

り
巡
転
を
し
な
い
こ
と
。
血
削
・

鑑
屏
一
浬
の
交
通
邪
故
を
な
く
す
る
た
め
○
嘩
罐
迩
碓
対
幅
岫
に
秘
化
獄
”
形
一
岬

七
吋
二
十
一
日
か
ら

晦
加
一
「
里
の
交
通
安
全
連
動
」
を
実
施
○
恥
州
伽
繩
錘
控
坐
咋
葬
函
》
延
延
一
酬
・

留
卵
Ⅷ
八
月
二
十
日
ま
で

庫
一
，
鵬
報
ｒ
Ｉ
ｌ
！
Ｉ
ｌ
ｌ
！
’
１
燕

○
無
免
許
迩
岻
は
恥
故
の
も
と
で
す
一
州

絶
対
し
な
い
こ
と
。


